
高温の影響により、ハナエチゼンの幼穂形成期が非常に早まっています。
農業試験場のハナエチゼンの幼穂形成期は6月18日となり、平年値より9日早く、昨年値より6日早くなりました。

出穂期も早まることが想定されます。

早生品種以外の主要な品種は、おおむね中干し開始時期または中干し時期となっています。
 ［水稲］

・ハナエチゼン等早生品種は、中干しを終了し、間断通水の水管理としましょう。今後の防除等の計画も前倒しを検討しましょう。
・早生品種以外の品種は、圃場の状況を確認し、遅れずに、溝切りを実施し、中干しを開始しましょう。
・大きなヒビが入り、田面が白く乾くような「強い中干し」になりそうな場合は、通水を行いましょう。
・今週末は、天候を確認した上、地域ぐるみの草刈りを実施し、斑点米カメムシの発生や帰化アサガオを減らしましょう

〇農業試験場の生育（6月18日撮影）

稲 作 情 報 No.９
水稲生育（早生品種の幼穂形成期の早期化）

水田農業レベルアップ委員会 技術普及推進部会［ 作成：福井県農業試験場、福井米戦略課、ＪＡ福井県中央会］

令和８年6月１９日

県下一斉の畦畔草刈り実践デー
１回目 ６月２０日（土）、２１日（日）

（今週末が１回目の畦畔草刈り実践デーです）

地域ぐるみの草刈りで斑点米カメムシの発生や

帰化アサガオ類を減らしましょう。

雨が多く、気温が高い予報

三国 越廼 福井 勝山 大野 今庄 敦賀 美浜 小浜

6/8 ● ● ● － ● ● － － －

6/9 ● － ● ● ● ● － － －

6/10～18 － － － － － － － － －

〇いもち病の感染好適条件の発生状況

●：感染好適条件〇：準好適条件   
※表の見方は４ページ目「葉いもち」の項目をを参照

〇ハナエチゼンの幼穂形成期と出穂期の関係性（福井農試データ）

6/18

現時点で幼穂形成期
の場合、出穂期は

７月上旬となる可能性
もある

「幼穂形成期（6/18）」

4/30 移植 ハナエチゼン

「目標茎数を既に確保済」

4/30 移植 いちほまれ

「目標茎数を既に確保済」

5/20 移植 コシヒカリ

5/20 移植 いちほまれ

「目標茎数を既に確保済」

→6月上旬に嶺北中心に感染好適条件の日が確認されたが、中旬以降は確認されていない

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/fukuimai/kikaasagaoma_d/fil/kikaasagaomanual.pdf


いちほまれ生育状況（令和８年６月１７日調査）

上旬移植 中旬移植 直播

草丈

茎数 茎数

草
丈
（

）

茎
数
（

）

cm

本/㎡

葉
色
（

）
葉色板

葉色

現地 平坦地

草丈 草丈

茎数

葉色 葉色

現地 平坦地 現地 平坦地

中干し開始茎数
中干し開始茎数

農業試験場 現地 平坦地 現地 中山間地

栽培方法
時期

上旬移植
4/30

中旬移植
5/20

上旬移植
5/4

中旬移植
5/19

直播
5/5

中旬移植
5/21

直播
5/13

地点数 1 1 4 9 7 2 1

草丈 ㎝ 48.2 30.3 46.5 32.4 30.5 29.9 25.9

茎数 本/㎡ 598 414 663 379 464 469 546

葉色 葉色板 4.0 3.8 4.0 4.1 3.9 4.3 4.0

中干し開始茎数



ハナエチゼン・コシヒカリ・あきさかり 生育状況（令和８年６月１７日調査）

移植 ハナエチゼン 移植 コシヒカリ 直播 コシヒカリ

草丈 草丈 草丈

茎数 茎数 茎数

草
丈
（

）

茎
数
（

）

cm

本/㎡

現地 現地現地

中干し開始茎数 中干し開始茎数
中干し開始茎数

品種 ハナエチゼン コシヒカリ あきさかり

調査場所 農業
試験場

JA坂井
農場

現地
農業
試験場

JA坂井農場 現地
農業
試験場

JA坂井
農場

現地

栽培方法
移植・播種時期

移植
4/30

移植
4/30

移植
4/27

移植
5/20

移植
5/15

直播
5/7

移植
5/14

直播
5/4

移植
4/30

移植
5/20

移植
5/15

移植
5/16

調査地点数 1 1 8 1 1 1 15 4 1 1 1 3

草丈
㎝

本年 50.0 50.2 48.9 33.7 31.6 31.2 37.3 32.5 46.3 29.3 36.0 30.3

平年 37.9 45.4 40.4 31.0 36.5 32.3 35.6 34.0 35.4 28.2 32.4 34.8

茎数
本/㎡

本年 604 559 563 373 282 410 384 533 628 419 406 355

平年 618 510 477 363 399 400 335 503 638 362 382 379

葉齢
枚

本年 10.3 11.7 10.1 7.9 8.9 7.8 7.9 7.9 10.0 8.1 10.0 7.6

平年 9.3 9.7 9.5 7.6 8.0 7.5 7.6 7.4 9.2 7.5 7.6 8.3

葉色
葉色板

本年 4.4 4.5 4.3 4.3 4.5 4.5 4.2 4.1 4.6 4.8 5.0 4.2

平年 4.7 4.6 4.6 4.5 4.5 4.4 4.4 4.4 4.9 4.6 4.5 4.6



好適条件

● ①～③の全てに該当
 ① 湿潤時間中の平均気温が15～25℃
 ② ①の温度で下表の湿潤時間を満たす
 ③ 当日を含めた前５日間の平均気温20～25℃

準好適
条件

１ 湿潤時間10時間以上、前5日間の平均気温が20℃未満
２ 〃 、前5日間の平均気温が25℃以上
３   〃 、湿潤期間中の平均気温が

                                         15～25℃の範囲外
４ 湿潤時間が下表より短い
＊ １～４は好適条件の順位ではない

その他 － 好適条件・準好適条件に該当しない、？ 判定不能

温度（℃） 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

湿潤時間 17 15 14 13 12 11 11 10 10 10 10

温度と湿潤時間

葉いもち

記号の詳細

〇いもち病発生予測システム（ブラスタム）

・感染好適条件をアメダスデータ（気温、降水量、風速、日照）から推定
・山際や風通しの悪い圃場は予測に関わらず発生好適条件になりやすい
・好適条件が発生したら稲作情報で通知

＊2021年は６月下旬～７月上旬に好適感染条件が頻発
葉いもちが広域で発生し、さらに８月の雨で穂いもちに拡大

〇特徴
・主な感染源は苗いもち・補植用苗
・感染好適条件

   気温20～25℃
   弱い雨や露などで葉が10時間以上湿潤状態
   当日を含めた前５日の平均気温が20～25℃

・感染好適条件の約７日後が初発となり、
感染好適条件が連続すると多発

・胞子は約700m飛散
・耐性菌が出やすい薬剤の使用は年に１回までとする

〇治療剤
・効果が高いのは感染初期のため病斑を発見したら即防除する
・被害が拡大する場合は７～10日後に追加で防除する
・散布の注意点

粉剤は散布後の雨で落下しやすい
液剤は葉に付着した薬液が乾くことが必要＊

 ＊4～6時間が目安

粒剤は田面水をオーバーフローさせない

〇参考 病害虫防除指針

・本田施用剤・予防効果、治療効果の別

6/25 6/26 6/27 6/28 6/29 6/30

三国 － － － － － －

福井 － ● ● － － －

大野 － － － － － －

今庄 － ● － － ● 4

美浜 ● ● － － － －

小浜 － ● － － ● －

7/3 7/4

● －

－ 2

－ ●

－ ●

－ ●

－ －

7/8 7/9 7/10 7/11

－ ● － －

● － － ●

－ － ● ●

● － ● －

2 － － －

2 － － －

2021年 感染好適条件の出現状況

葉いもち         穂いもち

感染好適条件の連続で進行

補植用苗はすぐに
処分すること

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/021033/shokuryouanzen/boujoshishin.html
https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/021033/shokuryouanzen/boujoshishin_d/fil/01suitou.pdf#=page19
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